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Testing Services Center) の主管で18か月の時間をかけて開発されたテストである。 開発コンセプトは「ネ
イティブスピーカーでない人が、 実際的な状況下で、 どの程度英語をコミュニケーション手段として駆使
する能力を有しているかを測定するJ (G-TELP Information Bulletinより)というものである。
河内山有佐(和洋女子大学言語・文学系准教授)
(2010年9月15日受付 2010年12月10日受理)
